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研究成果の概要（和文）：ヘブライ語聖書の第 2 区分であるネヴィイーム（預言者）に属する 8
つの書物（ヨシュア記、士師記、サムエル記、列王記、イザヤ書、エレミヤ書、エゼキエル書、

十二小預言書）の本文生成過程を、主として死海文書資料、七十人訳ギリシア語聖書との照応

関係と乖離・不整合に関する比較研究を通して、紀元前 3 世紀以降、紀元後 1 世紀に亘る期間

について追究し、現在の欧米の学界での成果に迫る基本的理解を得ることが出来た。 
 
研究成果の概要（英文）：Comparing and collating the relevant biblical texts with the Dead 
Sea Scrolls and the Septuagint, we have scrupulously investigated the textual evolution 
of the eight books within the Nebiim in the Hebrew Bible (Joshua, Judges, Samuel, Kings, 
Isaiah, Jeremiah, Ezekiel, and Twelve Prophets). This project has reconsidered 
traditional text-analysis methods and illuminated various interdisciplinary approaches 
to the Hebrew Bible.  
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１．研究開始当初の背景 
19 世紀以降ヨーロッパ、殊にドイツを中心に
展開・発展したヘブライ語（旧約）聖書の本
文生成に関する文書仮説が、1947 年以降の
死海文書の発見とその解読と研究の進展に
より、紀元前 3 世紀から紀元後 1 世紀に亘る
資料証拠に基づいて根本的な再検討が迫ら
れるようになった。また、バビロン捕囚、捕
囚からの帰還、ペルシア帝国支配下のパレス

チナとディアスポラ（離散の地）でのユダヤ
人の宗教的動向、第二神殿時代のやがて聖書
に集成する文書の生成発展などに関する研
究が著しく進捗していた。七十人訳ギリシア
語聖書も死海文書が成立する時期とほぼ重
複する時期に成立し、ヘブライ語聖書と並行
して発展した経緯もあり、現在でもその原型
再現の試みがドイツを中心に進行している。
更に、近年、研究の進展が著しいサマリア五
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書研究も、モーセ五書のみならず、歴史書と
預言者研究にも多大の影響を及ぼすほどに
なってきている。 
 
２．研究の目的 
前述のような研究状況に鑑み、本研究は、ヘ
ブライ語聖書の第 2 区分（ネヴィイーム）に
属する歴史書と預言書をそれぞれの領域の
専門家が協働して、新しい研究状況に適切に
対応した、ヘブライ語聖書の原型を探求する
ことを目的とした。（なお、ヘブライ語聖書
の第 1 区分であるモーセ五書に関しては、前
回の基盤研究（B）（2006年度～2008年度「死
海文書と七十人訳ギリシア語聖書の総合
的・学際的研究－モーセ五書本文伝承史－」）
で解明を試み、その成果は本研究が進展する
過程で、日本語と英語で成果が公刊された。） 
 
３．研究の方法 
ヘブライ語聖書、所謂マソラ本文の第 2区分
に属する個々の諸文書、前半の歴史書である
ヨシュア記、士師記、サムエル記、列王記と、
後半の預言書であるイザヤ書、エレミヤ書、
エゼキエル書、十二小預言書に関して、死海
文書が提供する文書資料に基づく新しい視
座からの照合と精査を、研究代表者、研究分
担者、連携研究者全員の分担を決めて遺漏の
ない網羅的な研究方法を採用した。エレミヤ
書に関しては、マソラ本文とギリシア語七十
人訳聖書との構成上の乖離が大きいので、死
海文書との照合と精査に加えて、両者の本文
の比較研究も考察に加えた。預言書研究に関
しては、知恵文学との関係が深く、死海文書
研究と知恵文学に造詣の深い勝村弘也氏の
協力を得ることとなった。 
歴史書研究に関しては、死海文書のみならず、
古代中近東のアッカド語文献研究とも密接
な関連があり、この分野の第一人者である月
本昭男氏と山田重郎氏が連携研究者として
参加することとなった。 
 
４．研究成果 
ヘブライ語聖書の第 2区分であるネヴィイー
ム（預言者）に属する 8 つの書物の本文生成
過程を、死海文書資料、七十人訳ギリシア語
聖書、更に古代オリエントの楔形文字資料を
用いて、それぞれの照応関係と乖離・不整合
に関する比較研究を行い、紀元前 3世紀以降、
紀元後 1世紀に亘る期間について各文書間の
異同を追究し、現在の欧米の学界での成果に
迫る基本的理解を得ることが出来た。我が国
の死海文書研究に関しては、これまで総論に
関してはある程度の成果があったが、具体的
な各論に関してはほとんど見るべき成果が
なかったので、今回の共同研究によってその
端緒が開かれることになった。その研究成果
については、個々の研究者がそれぞれの機会

に発表することとなったが、それらは以下の
論文、著書などに見られるとおりである。国
際的で多彩な分野での活躍はこの基盤研究
の成果の特徴と言えよう。 
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